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年
度
分
の
免
除 

１８申
請
は
７
月
中
に

　

７
月
２
日
か
ら
、　

年
度
の

１９

国
民
年
金
の
免
除
申
請
受
け
付

け
が
始
ま
り
ま
し
た
。　

年
度

１８

（　

年
７
月
〜　

年
６
月
分
）

１８

１９

の
申
請
に
つ
い
て
は
７
月
中
、

申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

さ
か
の
ぼ
っ
て
免
除
を
希
望
の

場
合
は
、
必
要
書
類
を
確
認
の

上
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。　
１９

年
度
（　

年
７
月
〜　

年
６
月

１９

２０

分
）
の
免
除
に
つ
い
て
は
広
報

６
月
１
日
号
の
「
国
民
年
金
だ

よ
り
」
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

年
金
ポ
ス
タ
ー
作
品
募
集

　

東
京
社
会
保
険
事
務
局
で
は
、

将
来
の
公
的
年
金
制
度
を
担
う

小
・
中
学
生
お
よ
び
高
校
生
を

　

社
会
福
祉
審
議
会
は
、
市
に

お
け
る
社
会
福
祉
の
推
進
を
図

る
た
め
９
年
に
設
置
さ
れ
、
こ

れ
ま
で
「
市
が
目
指
す
べ
き
福

祉
の
基
本
的
方
向
」
等
に
つ
い

て
審
議
し
て
き
ま
し
た
。

　

同
審
議
会
は
学
識
経
験
者
、

保
健
医
療
機
関
関
係
者
、
福
祉

機
関
関
係
者
、
公
募
市
民
の
委

員
計　

人
で
組
織
さ
れ
て
い
ま

１２

す
。

　

今
回
は
公
募
市
民
の
委
員
を

募
集
し
ま
す
。
任
期
は
２
年
間
、

今
年
度
は
２
〜
４
回
程
度
審
議

　

梅
雨
か
ら
秋
に
か
け
て
の
時
期

は
、
長
雨
や
集
中
豪
雨
で
地
盤
が

緩
み
、
が
け
や
擁
壁
（
よ
う
へ
き
）

な
ど
の
崩
壊
が
起
こ
り
や
す
く
な

り
ま
す
。

　

特
に
、
危
な
い
が
け
や
不
完
全

な
擁
壁
で
覆
わ
れ
て
い
る
所
に
あ

る
家
で
は
、
大
き
な
被
害
を
受
け

る
ば
か
り
で
な
く
、
隣
接
す
る
方

の
生
命
、
財
産
に
ま
で
危
険
を
及

ぼ
す
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
、

日
ご
ろ
か
ら
家
の
周
り
の
安
全
を

確
か
め
、
危
な
い
石
積
み
や
土
留

め
等
は
補
強
改
善
し
、
雨
水
の
排

水
を
よ
く
す
る
な
ど
し
て
、
安
全

対
策
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

す
で
に
関
係
機
関
か
ら
改
善
等

の
措
置
を
取
る
よ
う
勧
告
を
受
け

て
い
る
方
は
、
補
強
、
改
良
な
ど

の
工
事
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
法
律
（
宅
地
造
成
等
規

制
法
）
で
定
め
る
区
域
内
で
、
一

定
の
高
さ
以
上
の
切
土
・
盛
土
を

し
た
り
、
擁
壁
な
ど
を
築
造
し
た

そ
の
ほ
か
の
注
意
点
は

　�
取
り
扱
い
方
法
は
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
に
よ
っ
て
異
な
る

の
で
、
よ
く
確
認
を
し
て
く
だ

７

月

１

日

付 

市

人

事

異

動

　

市
で
は
、
７
月
１
日
付
で
部
課

長
級
３
人
お
よ
び
係
長
・
係
員
の

人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。
部
課

長
級
の
異
動
は
次
の
通
り
で
す

（
カ
ッ
コ
内
は
前
職
）。

　
【
部
長
級
】
総
務
部
長
（
総
務
部

長
兼
情
報
シ
ス
テ
ム
課
長
事
務
取

扱
）
永
田
昇

　
【
課
長
級
】
広
報
課
長
（
保
育
課

長
補
佐
兼
保
育
係
長
）
稲
葉
勝
之

▽
情
報
シ
ス
テ
ム
課
長
（
広
報
課

長
）
坂
東
正
樹

　

詳
し
く
は
職
員
課�
４
７
０
・

７
７
１
６
へ
。

市

立

小

学

校 

給

食

臨

時

職

員

　

教
育
委
員
会
で
は
、　

年
度
学

１９

校
給
食
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
【
募
集
職
種
】
①
給
食
調
理
員

（
全
日
。
調
理
補
助
）
②
給
食
調

会
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
【
応
募
資
格
】市
内
在
住
の　
２０

歳
以
上
で
、
平
日
午
後
６
時
半

か
ら
の
審
議
会（
２
時
間
程
度
）

に
出
席
で
き
る
方

　
【
募
集
人
数
】
３
人

　
【
任
期
】９
月
ご
ろ
か
ら
２
年

間
　
【
報
酬
】１
回
の
出
席
に
つ
き

１
万
円
（
所
得
税
込
み
）

　

申
し
込
み
は
７
月　

日（
火
）

３１

ま
で
に
（
消
印
有
効
）、「
地
域

福
祉
」
に
関
す
る
考
え
を
８
０

０
字
以
内
に
ま
と
め
、
住
所
・

対
象
に
、
公
的
年
金
に
対
し
て

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
「
年
金
ポ
ス
タ

ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
し
ま

す
。ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。　

【
応
募
資
格
】
小
学
生
の
部
＝

都
内
の
学
校
に
在
学
す
る
小
学

５
・
６
年
生
▽
中
学
生
の
部
＝

都
内
の
学
校
に
在
学
す
る
中
学

生
▽
高
校
生
の
部
＝
都
内
の
学

校
に
在
学
す
る
高
校
生

　
【
作
品
の
規
格
】①
四
ツ
切
サ

イ
ズ
の
画
用
紙
（
５
４
０��

×
３
８
１��
）
②
作
品
に
は

「
国
民
年
金
」、「
公
的
年
金
」

ま
た
は
「
年
金
」
の
文
字
を
入

れ
て
く
だ
さ
い
③
応
募
は
１
人

１
作
品
と
し
、
未
発
表
の
作
品

に
限
り
ま
す

　

応
募
は
９
月　

日
（
金
）
ま

１４

で
に
（
消
印
有
効
）、
作
品
の
裏

面
に
氏
名
・
学
校
名
・
学
年
を

記
入
の
上
、
各
学
校
を
通
じ
て

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
同
事
務
局
総
務
部

企
画
課�
　

・
５
１
５
５
・
１

０３

７
１
３
ま
た
は
市
保
険
年
金
課

国
保
年
金
資
格
係�
４
７
０
・

７
７
３
２
へ
。

さ
い
。
ま
た
、
不
明
な
点
が
あ

れ
ば
、
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
で
監
視

者
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

　�
給
油
の
際
は
給
油
口
か
ら

ガ
ソ
リ
ン
蒸
気
が
吹
き
出
し
ま

す
。
喫
煙
や
喫
煙
の
た
め
ラ
イ

タ
ー
（
車
内
の
シ
ガ
ー
ラ
イ
タ

ー
を
含
む
）
に
火
を
付
け
る
な

ど
の
行
為
は
絶
対
禁
物
で
す

　�
ガ
ソ
リ
ン
を
容
器
に
詰
め

替
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

セ
ル
フ
給
油
を
安
心
し
て

利
用
す
る
た
め
の
注
意
事
項

理
員
（
午
後
。
食
器
洗
浄
補
助
）

　
【
対
象
】①
が　

歳
く
ら
い
ま
で

５０

で
、
学
校
給
食
ま
た
は
民
間
会
社

等
で
の
給
食
調
理
業
務
従
事
経
験

者
、
②
が　

歳
く
ら
い
ま
で
の
方

５５

　
【
雇
用
期
間
】①
が　

月
１
日
〜

１１

　

年
３
月　

日
（
た
だ
し
、　

年

２０

３１

２０

　

月　

日
ま
で
雇
用
期
間
延
長
あ

１０

３１

り
）、②
が
８
月　

日
〜　

年
３
月

３１

２０

　

日
（
雇
用
期
間
延
長
あ
り
）

２８
　
【
勤
務
日
】原
則
と
し
て
土
曜
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
給
食
実
施

日

　
【
勤
務
時
間
】①
が
午
前
８
時
半

〜
午
後
４
時
。７
時
間
半
勤
務（
昼

休
憩　

分
含
む
）、②
が
午
後
１
時

４５

半
〜
３
時
半
。
２
時
間
勤
務

　
【
勤
務
場
所
】①
②
と
も
市
内
市

立
小
学
校

　
【
賃
金
】
①
が
時
給
１
０
３
０
円
、

②
が
時
給
９
３
０
円

　

※
①
②
と
も
交
通
費
は
別
途
支

給
　

申
し
込
み
は
７
月　

日
（
火
）

１７

〜　

日
（
火
）
に
、
市
販
の
履
歴

３１
書
（
写
真
添
付
）
に
希
望
職
種
を

記
入
の
上
、
必
ず
本
人
が
学
務
課

（
市
役
所
６
階
）
へ
直
接
持
参
を
。

　

※
履
歴
書
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

　

※
採
用
選
考
は
、
履
歴
書
の
書

類
選
考
後
に
面
接
を
実
施
し
て
決

定
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
学
務
課
保
健
給
食
係

�
４
７
０
・
７
７
７
９
へ
。

り
す
る
場
合
は
、
事
前
の
許
可
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
都
多
摩
建
築
指
導
事

務
所
開
発
指
導
第
二
課�
０
４

２
・
３
６
４
・
２
３
８
６
へ
。

　

年
々
セ
ル
フ
式
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
が
設
置
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
は
「
危
険

物
取
扱
者
免
状
」
を
有
す
る
方
が

給
油
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
施
設
・
設
備
と
取

り
扱
い
の
基
準
を
一
定
以
上
満
た

し
て
い
れ
ば
ド
ラ
イ
バ
ー
が
直
接

給
油
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

セ
ル
フ
式
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

で
給
油
す
る
方
は
次
の
点 
（
左
図

参
照
）
に
注
意
し
、
楽
し
い
カ
ー

ラ
イ
フ
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
消
防
本
部
予
防
課�

４
７
１
・
０
１
１
９
へ
。

長
雨
・
集
中
豪
雨
に
よ
る

日
ご
ろ
か
ら
安
全
確
認
を

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
職

業
を
記
入
の
上
、

〒
２
０
３－

８

５
５
５
、
市
役

所
福
祉
総
務
課

庶
務
係
あ
て
郵

送
、
電
子
メ
ー

ル
ま
た
は
同
課

へ
直
接
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

　

※
書
類
選
考

の
上
、
決
定
し

通
知
し
ま
す
。

な
お
、
応
募
書

類
は
返
却
し
ま

せ
ん
。

　

詳
し
く
は
同
係�
４
７
０
・

７
７
４
１
へ
。

社
会
福
祉
審
議
会
委
員

募
集
し
ま
す

セルフ給油の流れと注意事項

①入る前に確認
　セルフ式ガソリンスタンドは進入口の見やすいところに、

「セルフ」と表示されています。

②給油前に
　�指定された停止位置に停車して、エンジンを停止します

　�自動車のドア・窓を閉めます

　�給油口を開けます（このとき給油キャップは開けない）

　�給油行為は一人で行ってください

③燃料の種類を選ぶ
　レギュラー（赤）、ハイオク（黄）、

軽油（緑）の中から選びます（事前に

適合燃料の確認をしておく）

④静電気除去シートで放電
　給油機に張り付けてある静電気除去シートに触れて放電し

てください。

⑤給油キャップを開ける

⑥給油スタート
　油が吹きこぼれないように給油してください。

　�給油ノズルは奥まで差し込みます。ただし、オートバイ

の場合は奥まで差し込めないのでご注意を

　�給油ノズルのレバーは、しっかり引いてください

　� 自動的に給油が止まったら、注ぎ足し給油はしないでく

ださい。オートバイの場合は自動的に停止しない場合がある

ので、流量を絞りながら注意して給油してください

　� 給油後は、確実に元の場所に給油ノズルを戻します

⑦給油終了
　給油キャップの締め忘れに注意してください。

�福祉総務課メールアドレス
fukushisomu@city.higashikurume.lg.jp

ごごごごごごごごごごごごごご
存存存存存存存存存存存存存存
じじじじじじじじじじじじじじ
でででででででででででででで
すすすすすすすすすすすすすす
かかかかかかかかかかかかかか
？？？？？？？？？？？？？？

ご
存
じ
で
す
か
？

危
険
な
が
け
崩
れ
に
ご
注
意

国
保
限
度
額
適
用
認
定
証
、

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
（
認
定
証
）

　

病
院
等
で
支
払
う
一
部
負
担
金

が
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
と

き
は
高
額
療
養
費
と
し
て
払
い
戻

し
さ
れ
ま
す
が
、　

〜　

歳
（
老

７０

７４

人
保
健
対
象
者
を
除
く
）
で
非
課

税
世
帯
の
方
が
こ
の
自
己
負
担
限

度
額
の
減
額
を
受
け
る
場
合
に
は
、

事
前
に
申
請
し
「
認
定
証
」
の
交

付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
認
定
証
は
収
入
状
況
に
よ

っ
て
変
更
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、

毎
年
８
月
１
日
を
基
準
に
更
新
が

必
要
で
す
。

　

な
お
、
入
院
時
食
事
療
養
費
の

減
額
を
受
け
る
と
き
や
、　

歳
未

７０

満
の
方
が
入
院
時
の
高
額
療
養
費

の
医
療
機
関
等
へ
の
直
接
払
い
を

受
け
る
と
き
な
ど
の
「
認
定
証
」

も
同
様
に
更
新
が
必
要
で
す
。

　

引
き
続
き
「
認
定
証
」
の
交
付

が
必
要
な
方
は
、
忘
れ
ず
に
更
新

の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
保
険
年
金
課
国
保
年

金
資
格
係�
４
７
０
・
７
７
３
２

へ
。

８
月
か
ら
更
新
を
開
始

８
月
か
ら
更
新
を
開
始

××

　

７
月　

日（
火
）は
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
第
２
期
、

３１

国
民
健
康
保
険
税
第
１
期
の
納
期
限
で
す
。
最
寄
り
の
金
融
機

関
・
郵
便
局
で
お
納
め
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
納
税
課�
４
７
０
・
７
７
３
０
へ
。

納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納
税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税
ににににににににににににににににににににににににににににに
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協
力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力
ををををををををををををををををををををををををををををを

納
税
に
ご
協
力
を


